
受注のきっかけは、顧問の紹介でお会いした先方の所長が、以前の当社の
仕事ぶりを高く評価してくださっていたことです。当社の強みである「職人
の機動力」も改めてアピールしました。今回のような大規模案件では、最初
から全てを受注するのは困難なため、まずは一部分だけでもお任せいただ
き、実績を作ることが重要です。そして、そこで得た評価を次に活かすことを
意識しています。

どの現場でも、監督の指示に従って動くことを大切にしています。今回の現
場は、設計者が安藤忠雄氏という世界的に有名な建築家であることもあり、
責任を持って作業を進めました。以前職長を担当した大阪市立美術館と同
じく、大成建設がゼネコンの現場だったため、顔見知りの監督も多く、ス
ムーズな進行ができたと思います。また、現場が大学の敷地内であること
から、立ち入りできる場所が厳密に決められており、ルートに気をつけて資
材搬入などを行いました。

最も印象深いのは、夜勤で行ったエレベーターシャ
フト内の鉄板張り作業です。エレベーターの天井の
上に乗らなければならなかったのですが、「あんな
物に乗れるのか？」と最初は驚きました。また、エレ
ベーターを動かして、各階で止めては作業し、緊張
感も。普段は決して立ち入れない場所だったため、
貴重な体験となりました。

今回の現場は、短工期が最大の特徴でした。限られた時間の中で、どのよ
うにすれば間に合うかをメンバー全員で話し合い、工夫しながら作業を進
めました。特に苦労したのは、職人さんの手配です。良い話があった際に
はすぐに動けるよう、常に電話で連絡が取れる状態を保つことを心がけまし
た。また、この建物は世界的に著名な建築家である安藤忠雄氏が設計を手
がけられています。建築雑誌にも掲載されるほど有名な建物であるため、
ぜひ皆さんにも一度足を運んで見ていただきたいと思います。

約10年前に一緒に仕事をした所長と再会するという、印
象的な出来事がありました。当時、その所長は非常に厳
しく、私自身もとても緊張していたことを覚えています。
今回再会して、厳しい一面は変わらないものの、以前よ
りも優しくなっていることに驚きました。さらに驚いたの
は、その所長が当時実践されていた、毎朝７時頃からの
現場のトイレ掃除を今でも続けられていること。現在、
大きな現場の所長を務められているのですが、月日が
経っても、言動に芯がある方だと改めて感じました。

正直に言うと、悔しい思い出の多い現場で
した。先の予定が読みにくく、繁忙期とも重
なり、十分な人員を用意できない場面があ
りました。工期が非常に短い突貫工事であっ
たことは事実ですが、人員体制の面でご期
待に応えきれなかったのは、紛れもなく当
社の力不足です。この悔しさをバネに、次の
機会には必ず挽回したいと考えています。

厳しい現場でしたが、皆さんの頑張りで乗り越えられました。
本当に感謝しています。人員の手配がうまくいかず夜間作業を
お願いするなど、多大な苦労をおかけしたこと、申し訳なく思っ
ています。この経験から、会社としても多くを学びました。今回
の反省点を活かし、次の現場も一緒に頑張っていきましょう。
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現場名：大阪大学（吹田）
                感染症総合教育研究拠点整備事業
工期：2024年６月20日～2025年２月20日
工事に関わった人数：2780人工

大阪大学
安藤忠雄氏設計の現場で、山崎さんと大路さんが奮
闘。困難を乗り越えた先の達成感と、支えとなった職
人さんへの熱い感謝の思いを語ります。夏原社長に
よれば「悔しさが残る現場でもあった」とのこと。今回
の経験を、当社の今後の歩みにどう繋げていくのか、
ぜひご注目ください。

下地＆ボード職長を務めました！
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現場管理を務めました！

安全品質管理部 課長

受注の経緯

▶ 過去の信頼が、未来の仕事へ繋がる

現場の特徴

▶ 監督の指示に従い、適切に作業を進行させる

この現場ならではの思い出

▶ 一般の方は登れないところに登った作業

全体を通して印象に残っていること

▶ この悔しさを力に

現場に携わってくれた皆さんへ

▶ 感謝と反省を胸に、次のステージへ

職人
さんへ 工期が迫っていたり、変更の依頼が

あったりすると、どうしても無理なお
願いをしなければいけなくなります。

以前、夜間工事で最上階の天井張りをし
たとき手が回らず、やむを得ず職人さんに急遽

夜勤をお願いしたことがありました。そのような場
合でも、嫌な顔をせずに「すぐやりましょう」と対応し
ていただき、作業後には「またお願いします」とおっ
しゃってくださったのが印象的です。無事に工期に
間に合わせられたことに感謝しています。

現場でのこだわり

▶ 迅速な職人手配

この現場ならではの思い出

▶ 厳しかった所長との再会

職人
さんへ 夜間作業をお願いしたり、人手が

少ない状況で作業を進めていた
だいたりと、職人の皆さんには多

くのご負担をおかけしました。しか
し、誰も不平不満を言うことなく、「仕方な

い、やるしかないならできることをやろう」と模
索しながら作業を進めてくださいました。その
前向きな姿勢は素晴らしく、感謝しかありませ
ん。最後にみんなで「良かったね」と笑顔で終
えることができたのは、本当に職人の皆さんの
おかげだと思っています。




